










































































































































































































　 トン 語 原 文：1,Jangv  liangc daengv banc saip saemh naih/ Dadl bial gaos yaih xaok weex 
biingc/ Yidx jaol saoh kgods buix saip longv/ Padt guangl liok liok buh yiul xaok weex leemc/ 
Senp naih biingc biingc laox weex kaik/ xangp laox qamt xaih wanp douh bail deic hup/ Senp 












beec  leec/  jeml dangc mogc dangcsaoih  louc mags/ nyinc naih daol haos weenh nyinc  jangc/
一wap wap  jees  jees buh kgeis xaot/ nnaih daol senp xaih diiml  louc/ kgeis bail douh xangk 
mangc/ xah luoh liangc semh meix yaemx/naengc meec gueec heenk bangh noup xedt ao map/
diiuc sodp nayoh pangp xah lagx hank/ banl miegs lagx hank yiux gkeenp ogs bianv seit liongc 


























































































































































































































































































[9]蝶々 [10]草花 [11]蝶々 [12]蓮池の蛙[13]木の運搬[14]草花 [15]木材を加工する
[16]（不明）













す[7]鮭 [8]草花 [9]ご飯を蒸す[10]草花 [11]歌の掛け合い（1）[12]歌の掛け合い（2）
[13]菊・向日葵・花 [14]酒造り[15]瓜 [16]魚を取る[17]薔薇
[1]草花と蝶々 [2]家 を 建 て る[3]草とトンボ [4]ニンニク・西瓜・向日葵・瓜 [5]鯉
[6]布を晒す[7]水仙とトンボ [8]男と女（1）[9]男と女（2）[10]水を汲む[11]牡丹






















[10]蓮華の池[11]魚の群[12]エビ [13]鶏 [14]草花 [15]鹿 [16]樹木
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んだ部分）の二つの部分に分けられる。
生活の内容を反映した部分には人物が
描かれており、トン族の生活と習わし
を反映している。「自然」の部分にはト
ン族の生活と密接な動物、野菜、草花、
木、池や景観が描かれているが、人々
の生活から離れたものもある。
　　例えばコブラ、ヤシの木、タコ、ラ
イオン、ワニ、カッパなどである。テ
レビ等を通して、トン族の人々は外部の世界を知るようになっただろう。
　［３］　「鼓楼」の入口がある南側は特殊的な設計がなされている。第一層の中央に「双龍が
珠と戯れる」様子を描き、珠を中心に、柱に付けられた彫刻の双龍と対応している。双龍が
珠と戯れる場面は中間に位置し、両側の絵画の内容は左右が対応している。第三層の左側は
「双龍が珠と戯れる」図を配置して、右側は「双鳳が花と戯れる」図を配置している。「双龍
が珠と戯れる」は中国語で「双龍戯珠」といい、古くから縁起物になっている。おそらく漢
族文化の影響だろうが、トン族は昔から龍蛇を信仰する民族であり、根底には古来の信仰が
あると見ていいと思う。
第四節　結び
　前節では、「鼓楼」で行われた「祭薩」行事と「鼓楼」で歌われた歌、及び「鼓楼」建築を
中心に「鼓楼」の文化的機能について考察を行った。この考察を通して、「鼓楼」が現在のト
ン族村の生活の中でどのような役割を果たし、どのような心意（意識と感情）が寄せられてい
るかがわかる。整理すると次のようになる。
　［１］「鼓楼」は「薩」を祭る行事の一部分である「踩歌堂」の場になっている。
　［２］「鼓楼」を誉めることは、村人を褒めることである。
　［３］素晴らしい「鼓楼」を建てることは村の「名声」に関係する。
　［４］「鼓楼」は龍を象徴しており、龍を呼び寄せる仕掛けである。
　［５］村を作るとき、最初に「鼓楼」を建てる。
　［６］「薩」を祭る目的は、村・村人・家畜・農作物を守ってもらうためである。
　［７］「薩」が村に来れば全てのことがいい方向へ進む。
　［８］「薩」は女性の性格を持ち、綺麗に着飾るのが好きである。
　［９］村の全ての男女が「薩」を迎えに来れば、「薩」は喜ぶ。
写真⑤「沙涛鼓楼」北側の絵画の一部（2011年筆者による撮影）
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　［10］「鼓楼」は宗族全員の力で建てられ、宗族のシンボルであり、連帯感の表れである。
　［11］「鼓楼」を建てたことで村は神々の加護を受け、幸運を呼ぶ。
　［12］「鼓楼」は神が降臨する場としてふさわしい。
　［13］「鼓楼」は外部の者に村人の生活・文化を誇示する手段になっている。
　［14］「鼓楼」を誉めるため、「鼓楼建築叙事歌謡」と「生産叙事歌謡」を用いている。
　上の内容はさらに、①「鼓楼」と「薩」の関係、
②「鼓楼」と龍との関係、③「鼓楼」に寄せる村人
の心意、④「鼓楼」を誉める形式、の四つに集約で
きる。
　「鼓楼」と「薩」の関係を見ると、まず「薩」の
性格について知る必要がある。「薩」は守護神であ
り、トン族の村であれば、必ず祭る。「薩」は祖母
の意味でもあるので、研究者の中では、一般的には
祖母神として認識されている36。また古代の女性英
雄「杏妮（seeup nyuix）」にまつわる伝説と結びつける場合もある37。しかし筆者の調査によ
れば、「薩」は、丁重に祭れば村を守ってくれ、失敬なことをすると祟りが起こるという「祟
り神」的一面も持っている。幾つか事例を挙げよう。
　○「薩」は一般的には「薩屋」に祭られ、日常の「薩屋」の管理は特定の者に任されている。
　○2012年、岩洞寨と黄崗寨で調査したとき、「薩屋」の中の様子を見ようと近寄ると、いつ
も村の案内者に止められた。
　○2004年、四洲の「薩屋」近くの大木の枝が折れ、道を塞いでも、それを取り除く人がいな
かった。勝手に動かすと何かが起こると案内していた「寨老」呉徳標が言った。
　○2004年、洪州郷平架寨出身の楊勝娟（通訳）は自分の兄の経験として、「薩」に失敬なこ
とをしたので、歌の掛け合いに負けたことを話してくれた。
　○2012年、呉良明は岩洞寨で起きた事件として、二人の話をしてくれた。いずれも別の村で
歌の掛け合いをしたときに起きたことである。一人は訪問先の村の「鼓楼」にある、座って
はいけない場所（恐らく「薩」の居る場所だろう）に座ったので、その日に病気になり、後
に病気が重くなって、結局は亡くなった。もう一人は最初の「祭薩歌」を歌わずに、途中か
ら歌の掛け合いに参加したので、その村で倒れ、数日経ってやっと回復した。
　「鼓楼」と龍との関係は非常に強い。多くの場合、風水と関係する。龍は水をもたらす存在
であり、水はまたトン族の生活で重要な位置を占めている。トン族の村はいずれも川沿いに建
てられ、家の向きも南ではなく、川に向けて建てられている。岩洞寨の場合も同じで、川の両
側に家が建てられ、さらにその両側に村を囲む形で二つの山に挟まれている。その二つの山は、
写真⑥四洲の「薩屋」（2004年筆者による撮影）
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二匹の龍であるといわれ、村の西を南北に走る山は雄の龍であり、村の東を東西に走る山は雌
の龍であるという。そのような環境の中に「鼓楼」があるのである。
　「讃鼓楼」の歌を歌い、「鼓楼」を褒め、村人を誉める場合、堂安寨では「鼓楼」を建築する
過程を詳細に述べ、岩洞寨では生産叙事歌謡を歌っている。これが「鼓楼」の性格を把握する
鍵になる。生産叙事歌謡は完成した生産物を誉めるほか、生産を開始する前、神の前でこれか
ら展開する生産活動が順調になるようにと、予祝するためのものでもある。岩洞寨の「讃鼓楼」
も豊作を予祝するために歌われたのに違いない。「鼓楼」は客を迎え、客と歌の掛け合いをす
る場所であるが、その行事には同時に［薩］も招かれる。「鼓楼」はいわば神と人間がともに
いられる場である。掛け合いの歌は村の人々に聞かせるだけでなく、その場に訪れる神にも聞
かせるものである。岩洞寨の「讃鼓楼」はまさに神の前で生産過程を歌い、神の加護を受ける
ことを願っているのである。
　トン族は宗族で村を作って暮らすので、ほかの宗族と親睦関係を持ち、婚姻関係を結ばなけ
ればならない。ほかの宗族と交流をする場は「鼓楼」である。それゆえ、「鼓楼」は村の「名声」
とも関係し、立派に建てれば、村人は誇りを持って、堂々と周りの村と対面できるわけである。
「鼓楼」は村の生活において、単に「祭薩」と「鼓楼大歌」の場を提供しただけではない。以
上の考察を通して分かるように、「鼓楼」には村人の信仰・観念・世界観・願望など、様々な
精神的要素が凝縮している。「大歌」が非常に発達していることと、宗族で村を作って暮らす
生活形態がほとんど昔と変わっていないことを併せて見ると、男女の婚姻を成立させることが、
「大歌」の本来の目的であり、「鼓楼」の発生を促した一因ではないかと思われる。
　注：2011年と2012年の三回にわたるトン族地域の現地調査は、日本文部科学省の科学研究費
助成事業（基盤研究C・平成23年度～25年度・「中国トン族歌謡の実態と伝承についての研究―｛歌
師｝の役割を中心に―」・課題番号：23520446・研究代表者：牛承彪・連携研究者：櫻井龍彦］）
による研究で行われたものである。
注
１　2003年10月、2004年９月・10月に各一回現地調査を実施。2011年～2012年は科学研究費による研究の
関係で、2011年９月、2012年１・２月、2012年７・８月、三回の調査を実施した。
２　2008、中華書局。
３　巻四・「封置鼓楼」の内容は次の通りである。「州に盗賊が多いため、崇は各村に楼を一つ建て、楼に
鼓を一つ吊り下げるようにさせた。盗難事件が発生すれば、槌で鼓を「乱撃」する。初めてこれを聞
いた諸村の者は、自分の村の鼓を一通り「撾鼓」（鼓を叩く）する。次に聞いたものは二回「撾鼓」して、
これを節とする。わずかの間に音は百里まで広まり、要のところで待ち伏せをすれば、捉えられない
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ことはなかった」（拙訳）。
４　「鼓楼」の呼称、及び分布地域などについて、『中国侗族鼓楼』（楊永明・呉珂全・楊方舟：2008、広
西民族出版社）を参照するほか、貴州省黎平県岩洞の歌師呉良明・呉金燕の助言を頂いた。
５　このほか、「公」「堂瓦」「堂卡」と呼ばれた地域もあったといわれているが、その分布地域が不明である。
漢音で示された呼称については、今後トン音を確認したい。
６　『四庫全書』に収録。原文の内容は次の通りである。「羅漢楼、巨木一本を地に埋めて建てた独脚楼。
高さは百尺あり、五色の瓦を焼いて屋根に葺く。これを眺めれば錦の鱗のようだ。男は登って歌を歌
い、飲食する。夜帰れば、攀じ登って上に寝て、これを自慢とする」（拙訳）。
７　原書は紛失し、写本が多く残されている。本稿では『百苗図抄本匯編』（楊庭碩・潘盛之：2004、貴
州民族出版社）、諸写本を整合した研究書『百苗図疎証』（劉鋒：2004、民族出版社）、『侗族文化的標
識―鼓楼』（余学軍：2012、黒龍江人民出版社）を参考にした。
８　原文の内容は次の通りである。「（鼓楼は）清江、八寨にある。付近の各村は高いところに高さ数階の
楼閣を建てる。そして長さ一丈ぐらいの一本の木の中をくりぬいて（鼓を作り、楼閣の）上部に吊るす。
その名は長鼓という。不平なことがあれば、楼閣に登ってこれを叩く。各村の人々が聞いて、皆長い
槍と刀を持って楼の下に集まり、寨長の裁断を聞く。事のある家は牛と酒を用意して衆人を労う。鼓
の音を聞いても来ない場合、牛一頭を罰し、公用のために使う。理由なく鼓を弄ったものは、牛一頭
を罰し、公用のために残す」（拙訳）。
９　余未人『走近鼓楼』（2001年、貴州人民出版社）。黄才貴『貴州民族文化論叢』（2009年、貴州人民出版社）
等。
10　『中国侗族鼓楼』に写真二枚収められている（ｐ22・24）。
11　『中国侗族鼓楼』掲載の統計表による。行政区域で分けると、広西チワン族自治区237棟（龍勝県107・
三江県127・融水県３）、貴州省233棟（黎平160・従江県57・榕江県11棟・鎮遠県１・錦屏県２・凱里
２）、湖南省197棟（通道県193・城歩県１・芷江県１・新晃県２）、湖北省１棟（宣恩県）になってい
る。筆者が調査地の一つとしている岩洞鎮の鼓楼は２棟がこの表に記録されているが、これは形が比
較的整えたもので、そのほか２棟あり、新しく建てられたのは３棟あるので、2012年現在は７棟ある。
したがってトン族地域全体の数は673棟を遥かに超えるものと推測できる。
12　「宗族」とは、同じ先祖をもつ幾つかの大家族の連合を指す。一般的傾向として、トン族の地域では、
小さい集落が一つの宗族からなり、大きい集落はいくつの宗族で構成する場合が多い。また「宗族」
を構成する大家族は「房族」という。この二つの概念は本来漢族地域で使われるものであるが、トン
族の中でも使っている。
13　1986年の調査。『貴州「六山六水」民族調査選編・侗族編』に収録（貴州省民族事務委員会・貴州省
民族研究所編：2008、貴州民族出版社）。
14　石開忠・馮玉照等：2009、貴州民族出版社。
15　堂安の調査は2004年９月27・28・29日に実施した。調査対象者は、薩建良（女、73歳［2004年現在。
以下同じ］）、Dei艶葵（女、72歳）、楊勝娟（女、19歳）、陸月香（女、20歳）である。2012年２月29・
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30・31日に再び現地に訪れ、「薩」祭りの現場調査を行った。
16　漢族地域では、村を守る神を「土地公公」（土地お爺さんの意）と呼ぶので、この信仰は漢族の影響
を受けたものと思われる。
17　調査対象者が述べた歌詞を筆者がピンインを用いて記録し、通訳の楊勝娟を通して、Dei艶葵（歌師）
と内容を確認しながら漢語訳した。日本語訳はこれに基づいて行ったものである（拙訳）。その後ピ
ンインによる記録は呉良明にトン語に書き直してもらった。
18　「ジャンリャン」「ジャンメイ」は大洪水の後、生き残った兄妹で、二人の結婚によって人類が誕生し、
トン族の祖先が誕生したとされている。
19　「六洞」は昔の「款」で結ばれた六つの村のこと。現在は堂安寨のほか、已倫寨・紀堂寨・登杠寨・
登江寨・厦格寨・地坪寨・肇興寨がある。
20　風水や占いに長けている人を「先生」と呼ぶ。
21　従江県・榕江県・黎平県の隣接地域にある、昔「款」によって結ばれた九つの村。
22　近隣の「龍額」付近の地名。
23　近隣の苗（ミャオ）族が居住する地域の地名。
24　歌の日本語訳は筆者によるもの。論述のため句ごとに番号を付けた（以下同じ）。
25　「一定の形式をもって、生産過程を順次述べる歌」を「生産叙事歌謡」と呼ぶ。
26　2003年10月15～17日に調査を実施。調査対象者は薩呉雲嬌（女性、歌師、75歳［2003年現在。以下同
じ］）、呉連英（女性、51歳）、呉建梅（女性、50歳）、呉培四（女性、50歳）、呉培玉（女性、37歳）、
呉鳳香（女性、36歳）、呉銀香（女性、41歳）、呉桂珍（女性、35歳）、呉徳標（男性、70歳、「寨老」、「活
路頭」）。翌年の2004年９月30日と10月１日に補足調査を実施。その時の調査対象者は前回の薩呉雲嬌
と呉徳標。本節における基本状況に関する内容はこの二回の調査の聞き取りによるものである。2011
年９月18～22日、2012年１月23～29日、2012年７月30日～８月１日にまた現地調査を行ったが、2012
年１月の場合は実際に行われた行事についての現場調査である。
27　岩洞では「薩」を祭る場所を「薩の家（yanc sax）」と呼ばれる。ここでは「薩屋」と表記する。
28　歌の文字起こしと漢語訳は、2003年当時、調査地に滞在していた中国社会科学院の鄧敏文教授に依頼
した。日本語は拙訳。
29　龍寨と四洲寨の間をつなげる道の名前。
30　植物の名前。初春に花が咲く。
31　歌の文字起こしと漢語訳は、岩洞小学校教師の呉良明（歌師）に依頼した。日本語は拙訳。
32　「石棺」は地層に自然にできたもので、トン族の風水観念では最高の墓地とされている。そのような
場所を見つければ、喜びの表れとして鉄砲を放つのである（高さ20センチ、直径５センチ程度の鉄の
容器に火薬を詰め込み、地面において火をつける）。
33　村全体の「祭薩」行事が終わり、四洲へ向かう途中、「登務鼓楼」を通ったので、「祭薩歌」を歌う場
面を観察することができた。紙幅の関係で、原文は省略（歌の文字起こしと漢語訳は呉良明に依頼し
た）。
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34　拙訳。以下も同じ。
35　「八卦」は神の霊力と深く関わる図形である。右は「先天八卦図」である。 
36　『中国村寨文化』（呉浩：2004年、民族出版社）。
37　『没有国王的王国』（鄧敏文・呉浩：1995年、中国社会科学出版社）。
（にう・ちぇんびゃお　国際言語学部准教授）
